
二俣城(蜷原城)(市指定史跡)(浜松市天竜区二俣町二俣) 

 二俣城（ふたまたじょう）は、遠江国豊田郡二俣（現在の静岡県浜松市天竜区二俣町二俣）にあった城。

山城。天竜川と二俣川に挟まれた天嶮に恵まれた中世城郭として名高く、武田信玄・勝頼親子と徳川家康

がこの城を巡って激しい攻防を繰り広げた。また、家康の嫡男信康が悲劇の切腹をとげた城としても知ら

れる。浜松市指定史跡。本項では二俣城攻略の際に付城として築かれた鳥羽山城についても記述する。 

 歴史 

立地 

二俣の地は、天竜川と二俣川との合流点にあり、水運に恵まれた地であった。加えて、北にある信濃側か

ら見れば山間部から遠州平野への入り口といえる場所に位置し、南の道を気賀まで抜ければ、東海道の脇

街道である姫街道が東西に走り、そこからさらに下れば浜名湖の東側（現在の浜松市中心部）に出るなど、

街道上の要衝といえる位置にあった。 

今川氏の拠点として 

この二俣への築城は、戦国時代初頭、遠江を巡って今川氏と斯波氏が争った際に、今川氏が拠点とするた

めに城館を築いたのがその初めといわれる。ただし、それは後のように山城ではなく、北東の平坦地にあ

ったと考えられている（現在の浜松市天竜支所周辺。笹岡古城の名が残る）。その後今川氏は当主義元の

勢力下で大きく勢力を伸張、その被官松井氏（当主は松井宗信か）が城の位置を変更、天竜川を見下ろす

小山に築城したといわれるが確実な史料はない。宗信は永禄 3年（1560年）5月、桶狭間の戦いで当主義

元とともに討死するが、その子松井宗恒も跡を継いだ今川氏真に重用され、3千貫を与えられた。ところ

が永禄 12年（1569年）、今川氏は甲斐の武田信玄と三河の徳川家康の挟撃にあって滅亡した。松井氏は

武田信玄への従属の道を選ぶが、信玄と敵対した徳川家康に攻撃され、降伏した。家康は二俣城に鵜殿氏

長を城代として置き、武田勢の攻撃の危険が高まると譜代の家臣である中根正照に城代を交代させた。 

 武田・徳川の攻防戦 

元亀 3年（1572年）10月、武田信玄が大軍を率いて信濃から遠江に侵攻、武田勝頼を大将とする軍が二俣

城を攻撃した。徳川方からすれば落城すると本拠・浜松を守る拠点がなくなるため、城代中根正照以下必

死に抵抗し、城の堅固さも手伝ってよく守っていた。そこで攻めあぐねた勝頼は、籠城軍が天竜川河畔に

水の手櫓を築いて水を確保しているのを発見、天竜川に大量のいかだを流して水の手櫓にぶつけて破壊さ

せることに成功し、水の手を失った籠城側は戦意を失って落城したという（『三河物語』）。二俣城の落

城により武田軍は遠州平野内に入り、浜松を無視するが如くそのまま西進、これに業を煮やした家康が浜

松城から出撃し、12月 23日に三方ヶ原の戦いで両軍は激突した。武田軍は大勝し、12月 28日には信玄は

越前の戦国大名・朝倉義景に戦勝を報告するとともに織田信長を討つよう出陣の催促の手紙を送っている

（『伊能文書』）。この中に二俣城が修築中であることも記載されている。しかし、上洛そのものはまも

なく信玄が発病したために中止となり、信玄は帰国中に死亡した。 

その後二俣城には、信濃先方衆の依田信蕃が城主として入った。家康は信玄死後から直ちに遠江・三河に

ある武田の諸城を攻撃した。二俣城にも元亀 4年（1573年）6月に攻勢をかけたがこのときは撤退してい

る。一方で逆に遠江東部の高天神城が武田の新当主・勝頼によって落城させられるなど、徳川氏にとって

は厳しい状況が続いていた。ところが天正 3年（1575年）5月 21日、長篠の戦いで武田軍は織田・徳川連

合軍に大敗した。家康は直ちに反攻を開始、6月には二俣城にも軍を出し、付城（前線基地）を二俣城の

隣の小峰である鳥羽山ほか 5箇所に作って包囲した。同年 8月 14日、家康は遠江の東端にある諏訪原城を

落城させたが、二俣城の城兵はよく戦い、なかなか落城しなかった。しかし同年 12月 24日、城兵の安全

な退去を条件についに開城、城代依田信蕃も駿河田中城に撤退した。家康は城主として重臣の中でも特に

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A7%BF%E6%B2%B3%E5%9B%BD


武勇名高い大久保忠世を置き、合わせて万全な城の修築工事を行わせた。武田軍はその後たびたび攻撃を

かけるが、ついに落城しなかった。 

家康の長男・信康の切腹 

二俣城といえば、家康の長男・松平信康が若くして父に切腹させられた悲劇の地としても知られる。天正

7年（1579年）7月、家康の同盟者・織田信長に家康の正妻・築山御前と長男・信康が武田方に内通した

との報がもたらされた。この信憑性は非常に薄いものであったが、信長は家康にこの二人を処断するよう

求めた。家康は悩んだ末まず築山殿を殺害、さらに 9月 15日かねてから二俣城に幽閉させていた信康を切

腹させた。このとき服部半蔵が介錯を務めたが、涙のあまり刀が振り下ろせなかったとの話が残る。（以

上が旧来、広く流布されてきた説話だったが、近年では信康が切腹に追い込まれた背景には家康や家臣団

との対立があったためではないかという説も強くなっている。）信康は時に享年 21。信康の遺体は二俣城

から峰続きにある小松原長安院に葬られた。翌年には家康によって同院に廟と位牌堂が建立され、その後

家康が詣でた際に寺に清涼な滝があるのを見て寺の名を清瀧寺と改めさせた。この寺・信康の墓ともに現

存する。 

その後 

そのまま大久保忠世が城主を務めたが、本能寺の変後の家康の勢力伸張に伴い忠世自身が信州惣奉行とし

て小諸城に在番することが多く、二俣城にはあまり在城していなかった。天正 18年（1590年）、家康の

関東転出に伴い堀尾吉晴が浜松城に入り、二俣城はその支城となったが、慶長 5年（1600年）に堀尾氏が

出雲に転封すると廃城となった。その後も城としての役割を果たすことはなかったが、明治 29年（1896

年）、日清戦争で戦死した地元有志を弔うことを目的で北曲輪跡に旭ヶ丘神社が建立され、日露戦争の戦

死者なども合祀された。太平洋戦争後には城一帯は地元の公園として整備され、現在に至っている。 

城の構造 

天竜川と二俣川が合流する手前で形成している蜷原台地の先端部、現在城山と呼ばれている小山に築城さ

れている。台地自体の標高は 40メートル、本丸の標高は 80メートル、比高は 40メートルほどとなる。山

を階段状に削り取り、北側から南側に外曲輪・北曲輪・本丸・二の丸・蔵屋敷・南曲輪を配置している（い

わゆる連郭式山城）。城の東側は険しく、西側も天竜川で隔てられており、しかも切り立った岩盤上に城

は立地している。ただし、ゆえに水の確保が難しく、川からの取水が必要となった。虎口は遺構が明らか

になっていないが、城の南西部に開いていたと想定されている。 

天守台に石垣が使われており、他の土塁部分にも上部などに石垣が使われていた形跡が残っている。天守

台の築造時期については、大久保忠世が武田勢と対峙していた天正 3年から 10年ころまでと想定され、家

康による浜松城の改修と時期を同じにすることもあり共通した部分が多く見られる。石垣は野面積み、天

守の隅石には当時の先端の積み方である算木積みが用いられている。石には当地で掘り出される石灰岩が

使用されており、石の加工が容易なこともあり浜松城の石垣より丁寧に加工されている。 

遺構 

天守台・石垣・土塁などが残っている。ただし東側を中心に車道や神社の建設の際に一部の遺構が破壊さ

れている。また、井戸櫓が清瀧寺に復元されている。昭和 36年（1961年）に市（当時は天竜市）の指定

遺跡に指定されており、合併後の浜松市も引き継いでいる。 

Wikipediaによる 

 

 

 

 

 



 

 


